
JP 2017-500204 A5 2017.6.8

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成29年6月8日(2017.6.8)

【公表番号】特表2017-500204(P2017-500204A)
【公表日】平成29年1月5日(2017.1.5)
【年通号数】公開・登録公報2017-001
【出願番号】特願2016-549017(P2016-549017)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  69/12     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  71/64     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  53/22     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/06     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/04     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  69/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   69/12     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/06     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   71/64     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   53/22     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/06     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/04     　　　　
   Ｂ０１Ｄ   69/08     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年4月19日(2017.4.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高分子マトリックスおよび複数の少なくとも第１の金属－有機構造体（metal-organic 
framework）（ＭＯＦ）を含む混合マトリックス高分子膜であって、該複数の第１のＭＯ
Ｆが、共有結合または水素結合またはファン・デル・ワールス相互作用によって高分子マ
トリックスに付着している、混合マトリックス高分子膜。
【請求項２】
（ａ）複数の第１のＭＯＦが共有結合によって高分子マトリックスに付着しているか、
（ｂ）第１のＭＯＦがゼオライト型イミダゾレート構造体（zeolitic imidazolate frame
work）（ＺＩＦ）であるか、
（ｃ）第１のＭＯＦが等網目状金属－有機構造体－３（isoreticular metal-organic fra
mework-3）（ＩＲＭＯＦ－３）であるか、
（ｄ）第１のＭＯＦとは異なる複数の少なくとも第２のＭＯＦをさらに含むか、
（ｅ）第１または第２のＭＯＦが、Ｚｎ、Ｃｕ、Ｃｏ、もしくはＦｅ、またはそれらの任
意の組み合わせを含むか、
（ｆ）１～９９％の官能化イミダゾールを含むか、
（ｇ）第１または第２のＭＯＦが約０．１～５ｎｍの細孔サイズを有するか、
（ｈ）ポリマーがポリイミドを含むか、
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（ｉ）ＭＯＦを５～９０モルパーセント含むか、
（ｊ）実質的にボイドフリーであるか、または膜中のボイドの大部分が直径５オングスト
ローム以下であるか、
（ｋ）平膜、スパイラル膜、管状膜、または中空糸膜であるか、
（ｌ）薄膜であるか、または
（ｍ）第１のガスを第２のガスから分離することができる、
請求項１記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項３】
　第１のＭＯＦがゼオライト型イミダゾレート構造体（ＺＩＦ）である場合、
（ａ）高分子マトリックスへのＺＩＦの付着が、高分子マトリックスとＺＩＦのイミダゾ
レート配位子上の官能基との間で形成されているか、または
（ｂ）ＺＩＦがＺＩＦ－８－９０である、請求項２記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項４】
　高分子マトリックスへのＺＩＦの付着が、高分子マトリックスとＺＩＦのイミダゾレー
ト配位子上の官能基との間で形成されている場合、ＺＩＦが、メチルイミダゾールカルボ
キシアルデヒド配位子、メチルイミダゾール配位子、またはそれらの組み合わせを含む、
請求項３記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項５】
　ＺＩＦのイミダゾレート配位子が、少なくとも２種類の官能基で官能化されている、請
求項４記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項６】
　少なくとも２種類の官能基が、アミノ基およびイミン官能基である、請求項５記載の混
合マトリックス高分子膜。
【請求項７】
　第１のＭＯＦとは異なる複数の少なくとも第２のＭＯＦをさらに含む場合、
（ａ）第１のＭＯＦがＺＩＦであり、第２のＭＯＦがＩＲＭＯＦ－３であるか、または
（ｂ）第１のＭＯＦが第１のＺＩＦであり、第２のＭＯＦが第１のＺＩＦとは異なるＺＩ
Ｆである、
請求項２記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項８】
　ポリマーがポリイミドを含む場合、ポリイミドが６－ＦＤＡ－デュレンまたは６ＦＤＡ
－ＤＡＭを含む、請求項２記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項９】
　第１のガスを第２のガスから分離することができる場合、第１のガスがオレフィンであ
り、第２のガスがパラフィンである、請求項２記載の混合マトリックス高分子膜。
【請求項１０】
　少なくとも第１の成分が非透過物の形態で第１の面上に保持され、少なくとも第２の成
分が透過物の形態で膜を通って第２の面へ透過するように、複数の成分の混合物を請求項
１～９記載の混合マトリックス高分子膜のうちのいずれか一つの第１の面上に接触させる
工程を含む、少なくとも１つの成分を複数の成分の混合物から分離するための方法。
【請求項１１】
（ａ）第１の成分が第１のガスであり、第２の成分が第２のガスであるか、
（ｂ）非透過物および／または透過物が精製工程に供されるか、または
（ｃ）混合物を膜へ供給する圧力が、２０～６５℃の範囲の温度で１～８ａｔｍである、
請求項１０記載の方法。
【請求項１２】
　第１の成分が第１のガスであり、第２の成分が第２のガスである場合、第１のガスがオ
レフィンであり、第２のガスがパラフィンである、請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）少なくとも第１のＭＯＦを少なくとも１種類の官能基で官能化する工程；および
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　（ｂ）複数の第１のＭＯＦをポリマーへ共有結合または水素結合またはファン・デル・
ワールス相互作用によって付着させる工程
を含む、請求項１～９のいずれか一項記載の混合マトリックス高分子膜を製造する方法。
【請求項１４】
（ａ）複数の第１のＭＯＦが共有結合によって高分子マトリックスに付着しているか、
（ｂ）少なくとも１種類の官能基がアミノ基またはイミン官能基であるか、
（ｃ）第１のＭＯＦが、少なくとも２種類の官能基を含むＺＩＦであるか、または
（ｄ）ポリマーがポリイミドである、
請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
（ａ）第１のＭＯＦが、少なくとも２種類の官能基を含むＺＩＦである場合、少なくとも
２種類の官能基が、アミノ基およびイミン官能基であるか、または
（ｂ）ポリマーがポリイミドである場合、ポリイミドが６－ＦＤＡ－デュレンまたは６Ｆ
ＤＡ－ＤＡＭであり、かつ透過物がガス状Ｈ２を含んでいてもよい、
請求項１３記載の方法。


	header
	written-amendment

